
●
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
薬
療
法
の
イ
ン

パ
ク
ト

一
九
九
六
年
に
登
場
し
た
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

薬
に
よ
る
多
剤
併
用
療
法
（A

ntiretroviral Ther-

apy

＝
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

の
活
動
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

患
者
・
感
染
者
は
通
常
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
先
進
国
で
は
既
往
の

「
予
防
・
啓
発
」、「
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」、「
自
発

的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
検
査
」（Voluntary 

C
ounseling and Testing

＝
Ｖ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
政

策
メ
ニ
ュ
ー
に
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
「
死
の
病
」
か
ら
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
な
慢
性
疾
患
」
へ
と
一
変
し
た
（
図
１
参

照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
医
薬
品
は
年

間
二
万
ド
ル
前
後
と
極
め
て
高
価
で
あ
り
、
途
上

国
で
は
到
底
手
の
届
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
先

進
国
で
あ
れ
ば
助
か
る
命
が
、
途
上
国
に
お
い
て

毎
年
三
○
○
万
人
も
失
わ
れ
て
い
く
現
実
に
対
し
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
を
求
め
る
患
者
・
感
染
者
自
身
の
運
動
が

活
発
化
し
た
。
主
な
例
と
し
て
は
、
憲
法
訴
訟
等

を
通
じ
て
政
府
が
国
民
に
対
し
て
等
し
く
Ａ
Ｒ
Ｔ

を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
例
、
製

薬
企
業
を
訴
訟
取
り
下
げ
に
追
い
込
み
、
Ａ
Ｒ
Ｔ

へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
の
突
破
口
を
開
い
た
南
ア
フ

リ
カ
の
例
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ

ら
い
ず
れ
に
お
い
て
も
患
者
・
感
染
者
自
身
が
主

役
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
に
呼
応
し
、
国
際
社
会
で
も
様

々
な
動
き
が
起
こ
っ
て
き
た
。
医
薬
品
が
高
価
と

な
る
背
景
の
一
つ
で
あ
る
国
際
的
な
医
薬
品
特
許

の
問
題
は
、
世
界
貿
易
機
関
（W

orld Trade O
r-

ganization

＝
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）に
お
け
る
「
ド
ー
ハ
宣
言
」

を
境
に
、
途
上
国
政
府
は
特
許
の
保
護
義
務
を
留

保
で
き
る
こ
と
で
一
定
の
解
決
を
見
た
。
ま
た
、

国
連
で
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
等
、
関
連
す

る
国
連
機
関
が
共
同
し
て
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画

（Joint U
nited N

ations P
rogram

m
e on H

IV
/

A
ID

S

＝
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
を
設
立
、
積
極
的
な

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
財
政
面
、
技
術
面
、
制
度
面
等
、
途

上
国
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル

は
依
然
と
し
て
高
く
、
事
態
は
一
国
レ
ベ
ル
で
対

応
可
能
な
範
囲
を
超
え
て
い
た
。
そ
こ
で
近
年
、

多
国
間
・
二
国
間
の
新
た
な
枠
組
み
が
数
多
く
誕

生
し
て
い
る
。
多
国
間
援
助
で
は
資
金
供
給
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
の
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
立
、
Ａ
Ｒ
Ｔ

拡
大
実
施
計
画
で
あ
る
３
×
５
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

の
立
ち
上
げ
、
二
国
間
援
助
で
は
米
国
の
大
規
模

な
エ
イ
ズ
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
日
本
に
お
い

て
は
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。

●
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対

策
基
金
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
二
○
○
○
年
七
月
の
Ｇ
８
九
州

・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
そ
の
設
立
が
提
唱
さ

れ
、
そ
の
後
、
一
連
の
国
際
会
議
に
お
け
る
国
際

的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を
経
て
、
二
○
○
二
年

一
月
に
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
世
界
銀
行
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
に
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
国
連
の
機
関
で
は
な
く
、
ス
イ
ス

国
内
法
に
基
づ
き
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
本
部
と
し
て
設

立
さ
れ
た
独
立
機
関
で
あ
る
。
政
府
・
市
民
・
民

間
と
い
う
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
な
ど
、
既
存
の

国
際
機
関
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
側
面
を
持
っ
て

い
る
。
各
国
ご
と
に
案
件
申
請
の
窓
口
機
関
と
し

て
「
国
別
調
整
機
関
」（C

ountry C
oordinating 

M
echanism

＝
Ｃ
Ｃ
Ｍ
）
が
設
置
さ
れ
、
政
府
・

市
民
・
民
間
の
各
セ
ク
タ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。

我
が
国
の
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
も
ア
ジ

エ
イ
ズ
政
策
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
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ア
を
中
心
と
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｍ
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
一
二
七
カ
国
、
二
九
六
の
案
件
に

対
し
、
総
額
三
二
億
七
四
○
○
万
ド
ル
が
承
認
さ

れ
て
い
る
。
地
域
別
で
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ

カ
に
対
す
る
資
金
供
給
が
六
一
％
と
最
も
多
く
、

疾
病
別
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
関
連
が
五
六
％

と
最
も
比
率
が
高
い
。
資
金
使
途
と
し
て
は
医
薬

品
・
物
資
関
連
が
四
九
％
、
人
材
育
成
・
訓
練
に

二
○
％
等
と
な
っ
て
い
る
。
資
金
受
給
者
と
し
て

は
政
府
セ
ク
タ
ー
が
五
一
％
と
最
も
多
い
が
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
等
も
二
五
％
を
占
め
る
。
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
対

し
て
は
先
進
国
を
中
心
に
、
二
○
○
四
年
ま
で
の

三
年
間
で
三
四
億
四
○
○
○
万
ド
ル
の
資
金
拠
出

が
既
に
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
資
金
提

供
者
は
米
国
政
府
で
あ
り
、
全
体
の
約
三
○
％
を

占
め
て
い
る
。
わ
が
国
も
二
億
六
○
○
○
万
ド
ル

の
拠
出
を
申
し
出
て
お
り
、
第
七
番
目
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
全
体
で
年
間
一
兆
円
と

も
言
わ
れ
る
所
要
資
金
に
対
し
て
は
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
り
、
Ｇ
８
各
国
を
中
心
と
す
る
一
層
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
世
界
全
体
で
必
要
と
さ
れ
る
資
金

の
内
、
ど
の
程
度
を
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
担
う
べ
き
な

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
考
え

方
が
あ
り
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
割
合
は
二
国
間
援
助
と
の
関
係
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
が
、
先
進
各
国
が
二
国
間
援
助
を
外
交
戦

略
上
の
重
要
ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
る
流
れ
も
あ
り
、

資
金
負
担
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
の
問
題

は
極
め
て
政
治
的
な
側
面
を
孕
む
。
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
ど
の
程
度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
べ
き
か
、
と
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
絶
対
的
に
正
し
い
理
屈
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
政
策
が
遂
行
さ
れ
て

ゆ
く
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
て
ゆ
く
し
か

な
い
で
あ
ろ
う
。
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
し
て
は
様
々
な

問
題
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
世
界
の
中
で
の
自
ら

の
位
置
づ
け
、
案
件
募
集
と
資
金
調
達
、
基
金
の

安
定
性
・
継
続
性
と
い
っ
た
要
素
を
考
慮
し
つ
つ
、

慎
重
で
微
妙
、
か
つ
、
粘
り
強
い
舵
取
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。

●
「
３
×
５
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
掲
げ
る
「
３
×
５
」
と
は
「
二
○
○

五
年
ま
で
に
三
○
○
万
人
に
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
提
供
す

る
」、
と
い
う
政
策
目
標
で
あ
る
。
現
在
、
治
療

が
必
要
な
患
者
・
感
染
者
は
約
六
○
○
万
人
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
×
５
目
標
が
達
成
さ

れ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
五
○
％
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
３
×
５
は
二
○
○
二
年
七
月
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
前
後
か
ら
提
唱
さ
れ

は
じ
め
、
二
○
○
三
年
一
二
月
の
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
に
お
い
て
「
３
×
５
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ン
」
と

し
て
具
体
的
な
政
策
が
発
表
さ
れ
た
。
目
標
達
成

の
た
め
に
は
二
○
○
五
年
ま
で
に
最
低
五
五
億
ド

ル
が
必
要
で
あ
り
、
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
経
由
で
の
資
金

調
達
を
軸
に
多
様
な
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携

に
よ
る
資
源
動
員
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
途
上
国
政
府
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
や
や
も
す
る

と
教
条
主
義
的
に
な
り
が
ち
と
の
批
判
が
こ
れ
ま

で
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
配
慮
し
、
途
上
国
自
身
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
す
る
と
と
も
に
各
国
政

府
を
政
策
実
施
主
体
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
三
年
現
在
、
途

上
国
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
受
け
て
い
る
患
者
・
感
染
者
数

は
四
○
万
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
計
画
で
は
二
○
○
四
年
一
二
月
ま
で
に
こ
れ

を
七
○
万
人
に
ま
で
拡
大
し
、
以
後
、
二
○
○
五

年
六
月
ま
で
に
一
六
○
万
人
、
同
一
二
月
ま
で
に

三
○
○
万
人
へ
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
実
際
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

途
上
国
政
府
を
実
施
主
体
に
据
え
る
と
い
っ
て
も
、

中
央
政
府
の
行
政
能
力
が
弱
い
国
も
多
く
、
本
当

に
援
助
が
必
要
な
末
端
部
に
援
助
が
届
か
な
い
ケ

ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
途
上
国
に
お
い
て
は

様
々
な
医
療
イ
ン
フ
ラ
が
決
定
的
に
不
足
し
て
お

り
、
医
師
や
看
護
師
等
の
数
も
充
分
で
は
な
い
。

そ
の
結
果
、
使
わ
れ
な
い
医
薬
品
が
山
積
み
と
な

る
、
不
十
分
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
薬
剤
耐
性
ウ

イ
ル
ス
が
発
生
し
て
却
っ
て
事
態
が
深
刻
化
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
中
で
も
人
材
の
奪
い
合
い
が
起
こ
っ
て

い
る
ほ
か
、
他
の
開
発
分
野
か
ら
の
人
材
流
出
が

発
生
し
、
分
野
間
連
携
と
い
い
つ
つ
も
逆
に
他
の

分
野
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況

も
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
様
々
な
実
施
主
体

間
の
調
整
が
充
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

問
題
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
○

○
四
年
四
月
に
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
英
国
、
米
国
の

ケア・サポート

肯定的な
環境作り

社会的イン
パクト軽減

自発的参加
意欲の向上

「生」への
希望

差別・スティ
グマの克服

正しい知識
の普及

治療

VCT

予防・啓発

図１ 治療を含むエイズ政策の相互関連

（出所）外務省『どうする !? NGOの HIV/AIDS プロジェクト』2004 年より、一部改訂して筆者作成。

5─アジ研ワールド・トレンド No.118（2005．７）



間
で
い
わ
ゆ
る
「
ス
リ
ー
・
ワ
ン
ズ
」（3 O

nes

）

の
合
意
が
な
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ア
ク
シ

ョ
ン
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
国
家
エ
イ
ズ
調
整
機

関
、
そ
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
調
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
３
×
５
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
そ
の
目
標
達
成
に
対
し
て
悲

観
的
な
意
見
も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
目
標
を
い
か
に
達
成
し
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
進

ん
で
ゆ
く
の
か
、
と
い
う
思
考
こ
そ
が
む
し
ろ
必

要
で
あ
る
。
３
×
５
が
実
現
し
た
と
し
て
も
現
時

点
で
顕
在
化
し
て
い
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
わ
ず
か
半

分
を
満
た
す
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
と
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
米
国
の
二
国
間
援
助

米
国
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
に
関
し
て
は

す
で
に
世
界
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
が
、
近
年
の

最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
二
○
○
三
年
一
月
に
発
表

さ
れ
た
大
統
領
エ
イ
ズ
救
済
緊
急
計
画
（Presi-

dent's E
m

ergency Plan for A
ID

S R
elief

＝ 

Ｐ
Ｅ

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
）
で
あ
る
。
米
国
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
対
策
を
外
交
上
の
重
点
項
目
の
一
つ
と
位
置
づ

け
て
お
り
、
今
後
五
年
間
で
総
額
一
五
○
億
ド
ル
、

既
往
の
三
倍
の
予
算
を
投
入
し
、
二
○
○
八
年
ま

で
に
七
○
○
万
人
の
新
規
感
染
予
防
の
達
成
、
二

○
○
万
人
に
対
す
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
、
一
○
○
○

万
人
の
患
者
・
感
染
者
並
び
に
エ
イ
ズ
遺
児
に
対

す
る
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
提
供
を
目
標
と
し
て
い

る
。
特
に
治
療
に
対
し
て
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、

総
資
金
の
五
五
％
を
占
め
る
（
ち
な
み
に
、
一
○

億
ド
ル
は
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
拠
出
金
。
二
億
ド
ル

×
五
年
）。
実
施
対
象
国
は
世
界
で
も
特
に
感
染

拡
大
の
深
刻
な
ア
フ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
地
域
を
中

心
と
す
る
一
五
カ
国
（
ボ
ツ
ワ
ナ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ザ
ン

ビ
ア
、
ガ
イ
ア
ナ
、
ハ
イ
チ
、
ベ
ト
ナ
ム
）
で
あ

る
。
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
大

使
待
遇
の
特
別
調
整
官
が
任
命
さ
れ
、
米
国
が
実

施
す
る
あ
ら
ゆ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
関
連
の
対

外
援
助
に
関
す
る
大
き
な
責
任
と
権
限
を
担
っ
て

い
る
（
米
国
の
大
手
製
薬
企
業
イ
ー
ラ
イ
・
リ
リ

ー
社
の
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
就
任
）。

二
○
○
三
年
五
月
に
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
法
案
は
議

会
を
通
過
、
二
○
○
四
年
一
月
に
は
三
億
五
○
○

○
万
ド
ル
、
同
年
六
月
に
は
五
億
一
五
○
○
万
ド

ル
の
支
出
が
議
会
承
認
さ
れ
、
合
計
八
億
六
五
○

○
万
ド
ル
が
対
象
一
五
カ
国
で
の
対
策
実
施
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
の

二
○
○
四
年
度
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
支
援
総
額

は
、
前
年
度
比
八
億
ド
ル
増
の
二
四
億
ド
ル
に
達

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
○
○
五
年
度
分

と
し
て
は
、
二
八
億
ド
ル
が
予
算
請
求
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
予
算
措
置
を
受
け
、
す
で
に
複
数

の
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
中

心
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
七
月
時
点

で
少
な
く
と
も
二
万
四
九
○
○
人
に
対
す
る
直
接

・
間
接
の
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
二

○
○
五
年
六
月
ま
で
に
は
二
○
万
人
に
ま
で
拡
大

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
実
績
も
あ
が
り
つ
つ
あ

る
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題

点
も
指
摘
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
対
象
国
選
定
に

つ
い
て
で
あ
る
。
確
か
に
世
界
で
も
感
染
拡
大
の

深
刻
な
一
五
カ
国
が
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方

で
、
米
国
の
外
交
政
策
上
の
重
点
国
中
心
と
の
印

象
も
拭
え
ず
、
本
当
に
援
助
が
必
要
な
国
が
抜
け

落
ち
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
実
施
体
制
で
あ

る
。
極
め
て
大
き
な
権
限
が
集
中
す
る
特
別
調
整

官
で
あ
る
が
、
そ
の
エ
イ
ズ
政
策
に
関
す
る
実
力

は
未
知
数
で
あ
る
。
既
存
の
米
国
の
援
助
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の
調
整
も
含
め
、
今
後
の
舵
取
り
が
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
三
に
予
防
・
啓
発

に
お
け
るA

bstinence-Focused

、
す
な
わ
ち
、

禁
欲
を
旨
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ス
テ
デ
ィ
な
成
人
男
女
間
の
性
行
為
に
お
い
て
も

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
可
能
性
は
あ
り
、
宗
教
上
の
問
題

等
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ン
ド
ー
ム
使
用
と
い
う
よ

り
確
実
な
予
防
策
が
あ
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
援
助
資
源

の
有
効
活
用
の
面
か
ら
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
第
四

に
医
薬
品
に
対
す
る
、
米
国
の
薬
事
当
局
に
よ
る

承
認
義
務
付
け
で
あ
る
。
現
在
、
途
上
国
で
の
治

療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
イ
ン
ド
等
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
（
特
許
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
医
薬
品

と
化
学
的
に
同
一
で
、
特
許
権
が
切
れ
た
後
に
特

許
権
者
と
は
別
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
製
造
・
販

売
さ
れ
る
、
一
般
に
特
許
薬
よ
り
も
価
格
が
安
い

医
薬
品
）
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
世
界

で
も
最
も
厳
し
い
と
言
わ
れ
る
米
国
基
準
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
考
慮
さ
れ
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る
必
要
も
あ
ろ
う
。3 O

nes

の
方
向
性
も
考
え
る

と
、
米
国
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
医
薬
品
し
か
認
め

な
い
と
の
姿
勢
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
間
で
摩
擦
を
生
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

●
日
本
の
二
国
間
援
助

日
本
政
府
は
二
○
○
○
年
の
Ｇ
８
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
沖
縄
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
」（
Ｉ
Ｄ
Ｉ
）
を
発
表
し
、
二
○
○
○

年
か
ら
二
○
○
四
年
の
五
年
間
に
三
○
億
ド
ル
の

国
際
援
助
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
開
発
・
貧

困
削
減
の
中
心
課
題
と
し
て
感
染
症
問
題
を
位
置

づ
け
、
地
球
的
規
模
で
の
連
携
と
地
域
的
対
応
を

行
い
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
感
染
症
・
寄
生
虫
制

圧
の
経
験
・
知
見
を
生
か
し
て
ゆ
く
こ
と
と
さ
れ

た
。
対
象
疾
患
と
し
て
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に

と
ど
ま
ら
ず
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
・
寄
生
虫
症
、

ポ
リ
オ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
麻
疹
等
を
含
み
、
安
全
な

水
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
等
を
も
含
む
包
括
的
な
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。

二
○
○
○
年
か
ら
二
○
○
二
年
の
三
年
間
で
既

に
二
四
億
ド
ル
が
支
出
済
み
で
あ
り
、
実
施
目
標

は
大
幅
に
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

二
○
○
一
年
ま
で
の
支
出
内
訳
と
し
て
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
中
心
と
す
る
間
接
支
援
が
お
よ
そ
四

分
の
三
、
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
等
に
対
す

る
直
接
支
援
が
約
四
分
の
一
で
あ
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
と
し
て
は
、
予
防
・
啓
発
、
ケ
ア

・
サ
ポ
ー
ト
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
、
検
査
診
断
技
術

の
強
化
、
エ
イ
ズ
遺
児
の
ケ
ア
等
で
あ
り
、
支
出

実
績
は
二
一
二
億
円
（
全
体
の
一
割
強
）
で
あ
る
。

感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
は
、
治
療

や
予
防
・
啓
発
活
動
等
と
い
っ
た
、
よ
り
直
接
的

な
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の
内
、
国
際
機
関
へ

の
拠
出
金
を
中
心
と
す
る
多
国
間
援
助
が
約
八
割

を
占
め
、
二
国
間
援
助
は
二
割
弱
に
留
ま
る
。
二

国
間
援
助
で
は
途
上
国
政
府
の
政
策
立
案
支
援
や
、

研
修
員
受
け
入
れ
、
専
門
家
派
遣
、
機
材
供
与
等

が
行
わ
れ
て
い
る
。
草
の
根
無
償
を
中
心
と
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
支
援
で
は
、
日
米
協
調
・
連
携

（
米
国
の
大
手
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
）、
病
院

・
研
究
機
関
等
に
対
す
る
資
金
提
供
が
目
立
ち
、

途
上
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
支
援
は
少
な
い
。
ま
た
、

直
接
支
援
と
し
て
は
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
男
性
同
性
愛
者
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
、

注
射
薬
物
使
用
者
等
）
を
対
象
と
し
た
支
援
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
も
、
現
状
で
は
実
施
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。こ

の
よ
う
に
予
算
と
し
て
は
相
応
の
規
模
を
確

保
し
て
い
る
Ｉ
Ｄ
Ｉ
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
限
ら
れ
た
も
の

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
人
材

不
足
で
あ
り
、
現
状
で
は
政
策
立
案
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
管
理
、
現
地
で
の
対
策
実
施
等
に
関
す
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
や

看
護
師
に
し
て
も
、
国
内
の
エ
イ
ズ
拠
点
病
院
間

で
す
ら
治
療
経
験
の
格
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現

状
で
は
、
そ
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
人
材
育
成
へ
向
け
た
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

お
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
で
は
エ
イ
ズ
対
策
隊
員
が
新
設

さ
れ
途
上
国
へ
の
派
遣
が
ス
タ
ー
ト
、
今
後
も
規

模
を
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
現
状
の
日
米
連
携
を

多
極
化
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
が
一
○
以
上
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ

に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｍ
と
の
協
調
の
も
と
に
、
各
国
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ
の
能

力
強
化
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
・
評
価
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
に
積
極
的
に
関
与
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、

日
本
の
援
助
人
材
の
育
成
に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
途
上
国
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
年
七

月
の
英
国
・
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

対
策
の
問
題
は
主
要
議
題
の
一
つ
と
し
て
採
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
先
進
国
を
中
心
と

す
る
支
援
体
制
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
は

現
場
レ
ベ
ル
で
の
実
行
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
て
ゆ

く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
途
上
国
に
お
け
る
ミ

ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
政
策
の
あ
り
方
が
よ
り

重
要
度
を
増
す
と
思
わ
れ
、
各
国
個
別
の
状
況
が

一
層
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
態
は
ま
だ

ま
だ
流
動
的
な
部
分
も
多
く
、
今
後
の
動
向
が
注

目
さ
れ
る
。

（
こ 

う
の

け
ん
い
ち
ろ
う
／
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会
会
員
）
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